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大
学
生
ら
は
、
先
輩
社
員
と
気
軽

な
雰
囲
気
の
中
、
本
音
で
語
り
合

い
ま
し
た
。

便
局
と
本
市
は
協
力
し
、
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

い
て
対
談
。愛
之
助
さ
ん
は
、育
む

お
米
に
つ
い
て「
大
変
お
い
し
い

お
米
。イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
な
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
い
つ

だ
っ
て
、
愛
と
米
が
あ
る
。」。
ポ

ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、
の
ぼ
り

旗
を
製
作
し
、
東
京
や
京
阪
神
な

ど
の
販
売
店
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」は
、

生
産
技
術
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
愛
之
助
さ
ん
の
力
を
借
り

て
、
さ
ら
に
消
費
者
の
心
を
射
止

め
ま
す
。

　

た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
は「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、
歌
舞
伎
役

者
の
片
岡
愛
之
助
さ
ん
を
起
用
し

ま
し
た
。

　

愛
之
助
さ
ん
に
は
、出
石
永
楽

館
の
歌
舞
伎
公
演
に
座
頭
と
し

て
、平
成
20
年
か
ら
、毎
年
出
演
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。昨
年
1

月
に
は
、出
石
永
楽
館
で
開
催
し

た「
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
」で
、中
貝
市
長
と
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
や

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
な
ど
に
つ

〜
お
米
を
愛
情
込
め
て
育
て
て
い
ま
す
〜

片
岡
愛
之
助
さ
ん「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」P
R

〜
魅
力
あ
る
豊
岡
の
企
業
を
知
り
、豊
岡
で
働
く
〜

「
兵
庫
豊
岡
U
タ
ー
ン
就
職
企
業
研
究
会
＆
交
流
会
」開
催

〜
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
ま
ち
の
異
変
を
情
報
提
供
〜

「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」締
結

　

2
月
11
日
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、大
阪
市
で「
兵
庫
豊
岡
U
タ
ー

ン
就
職
企
業
研
究
会
＆
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
企
業
の
出
展
数
は
26
社
。

参
加
し
た
大
学
生
ら
は
、
金
融
機

関
や
建
設
業
、
旅
館
業
な
ど
の

ブ
ー
ス
で
、
企
業
概
要
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
企
業
の
若

手
社
員
ら
と
軽
食
を
取
り
な
が
ら
、

情
報
交
換
を
行
う
交
流
会
も
実
施
。

　

2
月
1
日
、
市
内
他
27
郵
便
局

（
代
表
豊
岡
郵
便
局
）と「
地
域
に

お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
郵
便
配
達
員
ら

が
、
市
内
で
の
業
務
中
①
道
路
損

傷
を
発
見
し
た
と
き
②
不
法
投
棄

を
発
見
し
た
と
き
③
市
民
の
異
変

に
気
付
い
た
と
き

－

に
本
市
に
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
、
直
接
、
警
察
や
消

防
に
通
報
し
ま
す
。

　

こ
の
広
い
豊
岡
に
あ
っ
て
、
郵

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
1
月
】

13
日
・
豊
岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ

ン
検
討
会
議

14
日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出

初
式

19
日
・
慶
州
市
東
川
初
等
学
校
国

際
交
流
体
験
学
習
使
節
団

来
市（
〜
21
日
）

23
日
・
豊
岡
市
豪
雪
災
害
警
戒
本

部
設
置

24
日
・
但
東
地
域
豪
雪
災
害
警
戒

本
部
設
置（
〜
30
日
）

29
日
・
人
権
音
楽
と
お
話
の
つ
ど
い

30
日
・
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

「
八
鹿
日
高
道
路
」3
月

25
日
開
通
懸
垂
幕
の
掲
示

（
〜
3
月
31
日
）

31
日
・
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊

合
同
冬
山
救
助
訓
練

【
2
月
】

1
日
・
水
銀「
体
温
計
･
温
度
計

･
血
圧
計
」拠
点
回
収（
〜

3
月
31
日
）

4
日
・
冬
山
遭
難
救
助
訓
練

6
日
・
豊
岡
市
基
本
構
想
審
議
会

9
日
・
災
害
時
に
ト
ッ
プ
が
な
す

べ
き
こ
と
協
働
策
定
会
議

（
千
代
田
区
）

11
日
・
兵
庫
豊
岡
U
タ
ー
ン
就
職

企
業
研
究
会
＆
交
流
会

　
　
・
城
崎
・
竹
野
・
日
高
・
出

石
・
但
東
地
域
に
豪
雪
災

害
警
戒
本
部
設
置

▲協定書に調印した濱嶋元一豊岡郵
便局長（右）と中貝市長

▲出石永楽館で撮影したポスター（B1判）

▲企業担当者から説明を受ける参加者
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冬
の
但
馬
は
、
気
象
の
博
物
館

で
す
。
晴
れ
て
い
た
か
と
思
っ
た

ら
曇
り
に
な
り
、
雨
に
な
り
、
み

ぞ
れ
に
変
わ
っ
て
雪
が
降
り
、
ま

た
晴
れ
た
か
と
思
っ
た
ら
、
虹
が

く
っ
き
り
と
浮
か
ん
で
い
る
。

「
え
え
い
、
白
か
黒
か
は
っ
き

り
し
ろ
！
」と
但
馬
に
住
む
私
た

ち
は
怒
鳴
っ
た
り
せ
ず
、
そ
の
複

雑
さ
を
受
け
入
れ
、
そ
の
複
雑
さ

に
耐
え
、
時
に
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。「
雪
は
暖
か
い
」と
ま
る
で
通

の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
、
晴
れ
間

の
雪
景
色
に「
ほ
お
っ
」と
た
め
息

を
つ
い
て
う
っ
と
り
眺
め
る
余
裕

も
身
に
付
け
て
き
ま
し
た
。

人
生
も
同
様
で
す
。
カ
フ
カ
の

「
変
身
」の
よ
う
に
朝
起
き
た
ら
巨

大
な
虫
に
な
っ
て
い
た
、
と
ま
で

は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
理
不
尽

な
こ
と
が
平
気
で
起
き
ま
す
。
が
、

そ
の
複
雑
さ
を
事
実
と
し
て
受
け

入
れ
、
耐
え
な
が
ら
、
雲
の
切
れ

間
に
光
を
探
す
よ
う
に
し
て
生
き

て
い
く
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
態
度
を
身
に
付
け

る
こ
と
が「
大
人
に
な
る
」と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
、
世

界
中
の
人
々
が
出
会
い
、
つ
な
が

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
豊

岡
で
も
、
昨
年
は
4
万
4
千
人
の

外
国
人
宿
泊
客
が
あ
り
ま
し
た
。

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、

世
界
各
国
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
町
は
、
言

葉
や
習
慣
、
価
値
観
の
異
な
る

人
々
と
向
き
合
い
、
複
雑
さ
に
耐

え
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
楽
し

む
と
い
う
態
度
は
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
で
す
。
言
う
ほ
ど
簡
単
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
性
こ
そ
が

活
力
の
源
泉
と
言
っ
て
い
た
か
の

国
で
さ
え
、
そ
れ
を
否
定
す
る

ト
ッ
プ
が
出
て
き
た
く
ら
い
で
す
。

で
も
、
豊
岡
に
も
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。

最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
外
湯
で

肌
の
色
が
黒
い
人
、
白
い
人
と
一

緒
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
顔
は
日
本
人
と
同
じ
な
の
に
、

聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
を
話
す

人
と
も
出
会
う
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
服
に
は
、
社
会
的
な
地

位
や
関
係
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
脱
ぎ
捨
て
た
場
で
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
人
々
と
出
会
う
経
験
が
、

豊
岡
の
子
ど
も
た
ち
に
何
を
も
た

ら
す
の
か
、
実
に
楽
し
み
で
す
。

112

複
雑
さ
に
耐
え
る

　

末
広
さ
ん
は「
こ
れ
は
出
石
に

置
か
れ
る
べ
き
。
絵
の
〝
ふ
る
さ

と
〞
で
、
大
事
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
あ
り
が
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
出
石
焼
の
改
良
指

導
に
あ
た
っ
た
陶
芸
家
の
友
田
安や
す

清き
よ

の
日
本
画「
鶴こ
う
の
と
り
す
ご
も
り
ず

巣
籠
之
図
」が
、

芦
屋
市
在
住
の
末
広
史ふ
み

子こ

さ
ん
か

ら
、
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
画
は
、
明
治
37
年
の
春
、

現
在
の
出
石
町
福
住
の「
出
石
温

泉
館
乙
女
の
湯
」付
近
で
、
友
田

が
絵
師（
雅が

号ご
う

は
金き
ん

城じ
ょ
う

九き
ゅ
う

渓け
い

）と
し

て
描
い
た
作
品
で
す
。
松
の
巣
の

上
で
、
親
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
4
羽

の
ひ
な
。
そ
し
て
空
を
飛
ぶ
、
も

う
1
羽
の
親
鳥
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

1
月
14
日
、
消
防
本
部
で
、
豊

岡
市
消
防
本
部
消
防
出
初
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。

　

庁
舎
内
で
行
っ
た
第
一
部
の
式

典
で
は
、
消
防
長
が「
職
員
一
丸

と
な
っ
て
市
民
の
安
全
･
安
心
を

守
る
た
め
、
強
い
決
意
を
持
っ
て

精
進
す
る
こ
と
」と
訓
示
。
職
員

の
士
気
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
播
但
地
区
消
防
職
員
意

見
発
表
会
に
出
場
す
る
職
員
が

〜
市
民
の
安
全
･
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
〜

　
「
豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出
初
式
」挙
行

〜
松
の
巣
の
上
の
鶴（
コ
ウ
ノ
ト
リ
）の
親
子
を
描
く
〜

　

明
治
･
大
正
期
の
陶
芸
家 

友
田
安
清
の
絵
画「
鶴
巣
籠
之
図
」を
受
贈

「
親
子
で
遊
び
学
ぶ
防
災
」と
題
し
、

自
ら
の
抱
負
や
こ
れ
か
ら
の
消
防

が
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
の
意
見

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
多
く
の
市
民
や

来
賓
が
見
守
る
中
、
雪
が
深し
ん

々し
ん

と

降
り
続
く
屋
外
で
、
息
の
合
っ
た

勇
壮
な
消
防
太
鼓
と
、
音
楽
に
合

わ
せ
変
幻
自
在
に
変
化
す
る
放
水

演
技
を
披
露
し
、
平
成
29
年
の
平

安
を
願
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
作
品
は
、
友
田
の

他
の
作
品
と
共
に
、
市
立
美
術
館

で
、
展
覧
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

▲音楽に合わせて変幻自在の放水演技
▲絵画｢鶴巣籠之図｣を寄贈した末広
さん（左）

▲松の上のコウノトリの巣ごもり
（絵の拡大）


